


















5．廃棄物の処理実績

収集運搬量（ｔ）

158.55
703.80

190.33

1,414.90

1,660.30

67.76

19,787.00

53.41

94.51

2.43

4.90

329.00

41.10

24,507.99

収集運搬量（ｔ）

廃プラスチック類 2,527.93

金属くず 0.00

ガラス・コンクリートくず・及び陶磁器くず 2,546.62

木くず・紙くず 169.76

動植物性残渣 472.54

燃え殻 13,108.27

がれき類 0.08

繊維くず 4.71

汚泥 9,286.43

ばいじん 738.01

鉱さい 262.39

石綿含有産業廃棄物 8.98

混合固化物 15,775.51

廃石綿 7.80

混合廃棄物 8,313.42

建設廃材 36.40

シュレッダーダスト 436.75

石膏ボード 1,071.60

54,767.20

収集運搬量（ｔ）

3,620.95

3,620.95

82,896.14

 

廃プラスチック類

金属くず

木くず・紙くず

ガラス・陶磁器くず

混合廃棄物

燃え殻

石綿含有産業廃棄物（陶磁器）

石綿含有産業廃棄物（廃プラ）

がれき類

繊維くず

石膏ボード

汚泥

ー8ー

一般廃棄物

小計

合計

小計

（特管）廃石綿等

小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度（令和4年4月～令和5年3月）

廃棄物の種類

【受託した産業廃棄物】

【受託した一般廃棄物】

廃棄物の種類

【解体工事から発生した産業廃棄物】

廃棄物の種類
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目標作成日：

実績作成日：

作成者：

二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量

の削減

ガソリン 23,862

軽油 220,546

一般廃棄物の削減

再生利用の向上

産業廃棄物の再生

利用の向上

（木くず、紙くずの再生率）

環境配慮の解体

地域清掃参加

単位：% 達成度

kg-CO2 624,813 97.7 × 未達成
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二酸化炭素排出量 639,499

地域貢献 回 5 ○達　成

「電力の排出係数0.528kg-CO2/kwh」2018年度実績、四国電力排出係数を使用。

環境配慮の解体

地域清掃参加

×　未達成

県産木材の
利用

点 6 6 100 ○達　成

90,021

99.40

77.6紙資源の削減

5 100

木くず、紙
くず再生率

％ 77.0
(木くず、紙くずの再生率)

総排水量の削減

コピー用紙
使用量

枚 69,837

総排水量 ㎥ 550 992 55.4 ×　未達成

一般廃棄物 kg 332.38 381

軽油使用量 　ℓ 216,135 218,479

23,993 97.5

87.2 × 未達成

×　未達成

129.1

98.9

○達　成

令和4年度 実績
達成度

電力使用量 kWh 19,493 19,753 98.7 ×　未達成

二酸化炭素排出量

（２）令和4年度目標と実績

目　標　項　目 単位 令和4年度 目標

　ℓ 23,385

地域貢献
年５回

年５回 年５回 年５回

「電力の排出係数0.528kg-CO2/kwh」2018年度実績、四国電力排出係数を使用。

 

69,837 69,124
県産木材の利用

年間６件
年間６件 年間６件 年間６件

555 550 544

紙資源の削減
コピー用紙(枚) 令和2年度比 1％減 令和2年度比 2％減 令和2年度比 3％減

71,262 70,549

77.0 77.0 77.0 77.0

総排水量の削減
総排出量(ℓ) 令和2年度比 1％減 令和2年度比 2％減 令和2年度比 3％減

561

木くず、紙くず再生率
(％)

木くず、紙くず再生率 木くず、紙くず再生率 木くず、紙くず再生率

令和2年度比 現状維持 令和2年度比 現状維持 令和2年度比 現状維持

一般廃棄物量(㎏) 令和2年度比 1％減 令和2年度比 2％減 令和2年度比 3％減

339.16 335.77 332.38 328.99

23,623 23,385 23,146

218,341 216,135 213,930

19,891 19,692 19,493 19,294

燃料使用量（ℓ）
ガソリン、軽油使用量
令和2年度比 1％減

ガソリン、軽油使用量
令和2年度比 2％減

ガソリン、軽油使用量
令和2年度比 3％減

（基準）

637,564 631,188 624,813 618,437

電力使用量

（kＷh）
令和2年度比 1％減 令和2年度比 2％減 令和2年度比 3％減

6.環境経営目標とその実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年4月1日

令和5年3月31日

高岡由美子

（1）３年間【令和3年度～令和5年度】目標

目　標　項　目
令和2年度実績

令和3年度 令和4年度 令和5年度

の削減

一般廃棄物の削減

再生利用の向上

産業廃棄物の再生

利用の向上

ガソリン使
用量

×　未達成



今後も節電運動を継続します。

収集運搬車両のエコドライブ対策をしていきたい。

目標未達成。分別・リサイクルの徹底に努力したい。

目標達成。引き続き、分別・リサイクルを徹底する。

目標未達成。

今後は漏水や破損、劣化などの恐れがあるため

点検を念入りに行います。

目標未達成。

　

　

第１回目：令和4年　7月21日実施。

　　　　　　　　　　　 第２回目：令和4年　8月29日実施。

第３回目：令和4年　9月29日実施。

第４回目：令和4年　10月27日実施。

第５回目：令和4年　12月14日実施。
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２）一般廃棄物の削減、再生利用の向上

今後とも、県産木材を使い、工事用看板・枕などとして利用していきたい。

7）地域清掃参加

　　　　　　　　　　　計５回三好市池田町州津近辺を、清掃実施しました。

３）産業廃棄物の再生利用の向上
　　　　（木くず、紙くずの再生率）

４）総排水量の削減

５）紙資源の削減

メール、PDFの活用など、紙資源削減に向けて頑張りたい。

二酸化炭素の排出量の削減は目標未達成。

6）環境配慮の解体（県産木材の利用）

目標達成できている。

使用電力については、コロナ予防でこまめな換気

を行ったためと思われますが、エアコンの清掃や昼明かりの利用など

ガソリン、軽油使用量は、工事件数が増えたため未達成となりました。

軽油の使用量は、解体工事の重機の効率UP、

１．令和4年度　活動評価

１）二酸化炭素排出量の削減

今後はエコカー導入の検討や解体現場への通勤を乗り合わせなど行っていきます。



今後も節電運動を継続します。

収集運搬車両のエコドライブ対策をしていきたい。

目標未達成。分別・リサイクルの徹底に努力したい。

目標達成。引き続き、分別・リサイクルを徹底する。

目標未達成。

今後は漏水や破損、劣化などの恐れがあるため

点検を念入りに行います。

目標未達成。

　

　

第１回目：令和4年　7月21日実施。

　　　　　　　　　　　 第２回目：令和4年　8月29日実施。

第３回目：令和4年　9月29日実施。

第４回目：令和4年　10月27日実施。

第５回目：令和4年　12月14日実施。

 

-11-

今後はエコカー導入の検討や解体現場への通勤を乗り合わせなど行っていきます。

１．令和4年度　活動評価

１）二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素の排出量の削減は目標未達成。

6）環境配慮の解体（県産木材の利用）

目標達成できている。

使用電力については、コロナ予防でこまめな換気

を行ったためと思われますが、エアコンの清掃や昼明かりの利用など

ガソリン、軽油使用量は、工事件数が増えたため未達成となりました。

軽油の使用量は、解体工事の重機の効率UP、

２）一般廃棄物の削減、再生利用の向上

今後とも、県産木材を使い、工事用看板・枕などとして利用していきたい。

7）地域清掃参加

　　　　　　　　　　　計５回三好市池田町州津近辺を、清掃実施しました。

３）産業廃棄物の再生利用の向上
　　　　（木くず、紙くずの再生率）

４）総排水量の削減

５）紙資源の削減

メール、PDFの活用など、紙資源削減に向けて頑張りたい。



　

作成日：令和4年４月１日

作成者：環境管理担当者

・不要時の室内消灯 事務部門担当者

・エアコンのフィルターの清掃 事務部門担当者

・エアコンをこまめにとめる 事務部門担当者

・急ブレーキ、急発進の防止、法定速度の遵守 営業部長

・通勤時の車の乗り合わせを励行する 工務部長

・重機から離れる場合のエンジン停止 工務部長

・ダンプトラックのアイドリングストップの励行 工務部長

・定期的な車輌整備 重機部長

・事務所内のゴミの分別箱設置 事務部門担当者

・分別の徹底（缶・ビン・ペットボトル・可燃ごみ・不燃ごみ）

・分別・リサイクルの徹底 工務部長

・洗車時、バケツの使用を使用。 事務部門担当者

（水を出しっぱなしにしない）

・ペーパレス化を意識付けする 事務部門担当者

・電子申請等切り替える 事務部門担当者

グリーン購入 ・エコマーク事務用品の購入  　　【6件／年】 事務部門担当者

解体工事における環境配慮 ・県産木材の活用【６回/年】 工務部長

地域清掃参加 ・地域の清掃奉仕【5回/年】 総務部長

                              -12-

7.環境経営計画

（達成状況・評価のチェック)
(6月・9月・12月・3月）

令和4年度

二酸化炭素排出量の削減
     １．使用電力量の削減

環境目標 具体的項目 責任者

     2.ガソリン使用量の削減

     3.軽油使用量の削減

注：達成状況　　◎充分できている・○ほぼできている・△未だ不十分である・×できていない

一般廃棄物の削減
再生利用の向上

産業廃棄物の削減
再生利用の向上

総排出量の削減

紙資源の削減



　

7/7 10/5 1/10 4/4

4→6 7→9 10→12 1→3
６
月

９
月

１
２
月

３
月

・不要時の室内消灯 事務部門担当者 ◎ ◎ ◎ ◎

・エアコンのフィルターの清掃 事務部門担当者 ◎ ◎ ◎ ◎

・エアコンをこまめにとめる 事務部門担当者 ◎ ◎ ◎ ◎

・急ブレーキ、急発進の防止、法定 営業部長 ◎ ◎ ◎ ◎

速度の遵守

・通勤時の車の乗り合わせを励行する 工務部長 ◎ ◎ ◎ ◎

・重機から離れる場合のエンジン停止 工務部長 ◎ ◎ ◎ ◎

・ダンプトラックのアイドリングストップ 工務部長 ◎ ◎ ◎ ◎

の励行

・定期的な車輌整備 重機部長 ◎ ◎ ◎ ◎

・事務所内のゴミの分別箱設置 事務部門担当者 ◎ ◎ ◎ ◎

・分別の徹底（缶・ビン・ペットボトル

可燃ごみ・不燃ごみ）

・分別・リサイクルの徹底 工務部長 ○ ◎ ◎ ◎

　

・洗車時、バケツの使用を使用。 事務部門担当者 ◎ ◎ ◎ ◎

（水を出しっぱなしにしない）

・ペーパレス化を意識付けする 事務部門担当者 ○ ○ ○ ◎

・電子申請等切り替える 事務部門担当者 ○ ◎ ○ ◎

グリーン購入
・エコマーク事務用品の購入
　　【6件／年】

事務部門担当者 ◎ ◎ 〇 ◎

環境配慮の解体 ・県産木材の活用【6回／年】 工務部長 ◎ ◎ ◎ ◎

地域清掃参加 ・地域の清掃奉仕【5回／年】 総務部長 ◎ ◎ ◎ ◎
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工事用看板、杭として6回以上利用出来ている。 引き続き取り組みたい

R4.7/21,8/29,9/29,10/27,12/14 引き続き取り組みたい

注：達成状況　　◎充分できている・○ほぼできている・△未だ不十分である・×できていない

交通ルール順守の徹底を
引き続きお願いしたい

引き続き取り組みたい

紙資源の削減
少しずつ電子申請等オンライン化にしていく オンライン化に対して担当者のスキ

ルアップをしていきたい共有フォルダの利用及び意識づけ

エコドライブの意識が周知してきている。

3.軽油使用量の削減

エコドライブの意識が周知してきている。

資格専任者が適時に整備を行っている。

6回以上購入出来ている。 引き続き取り組みたい

産業廃棄物の削減
再生利用の向上

各関係部門と取り組みし、再生率をあげる 再生率を上げるために積極的に
取り組んでいきたい

総排出量の削減

節水意識が向上してきている。

引き続き取り組みたい

一般廃棄物の削減
再生利用の向上

ほぼ、実施できている。

引き続き取り組みたい

二酸化炭素排出量の削減
１．使用電力量の削減

節電の意識が定着している。

引き続き取り組みたい月１回程度　フィルターの確認、清掃

こまめにチェックを行い、停止している。

2.ガソリン使用量の削減

安全運転の教育を実施。意識が向上が見られる。

各現場の班で励行

環境管理
担当者    3月：作成　 4/4

環境経営目標 具体的項目 責任者
スケジュール

達成状況／是正策

評価／指示 次年度の計画（責任者）

環境管理
責任者

環境管理
責任者

環境管理
責任者 　 9月：作成　10/5

環境管理責任者 環境管理担当者
　12月：作成　 1/10 環境管理

担当者
環境管理
担当者

環境管理
担当者

EA‐12　　　　　　　　　　　　　令和4年度　環境経営計画と取り組み結果の評価
作成日：達成状況・評価のチェック

承認者 作成者
  　6月： 作成　 7/7 環境管理

責任者
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9.代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

代表者 

   楠本 

見直し日 令和 5 年 4 月７日 

見直しの為の情

報 

 

☑ 環境経営目標の達成状況 

☑  環境経営計画の実施状況 

☑  環境関連法規等の遵守状況 

 ☑  コミュニケーション記録 

☑  環境教育・訓練結果  

□ 是正・予防措置結果 

□ 前回の指示事項 

☑ その他（ 実施体制 ） 

番号  見直し事項 
A-1 社員教育による労災事故再発防止 

A-2 石綿の法令等、取組の整理 

変更の必要性 
(有の場合は変更内容

を記入) 

A-1 実施済 

A-2 法令追加作成 

 

 

①  

 

環境経営 

方針 
方針は事務所に掲示し、朝礼等で全員に 

周知した。 

☑ 無 

 

□ 有 

さらなる環境に配慮した取り

組みを継続し続けてもらいた

い。 

 

②  

 

環境経営 

目標 

使用電力については、コロナ予防でこま

めな換気を行ったためと思われますが、少

し使用電力の目標が未達成。 

全社員 節電運動継続中。 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量は、工事件数増の為、目標が

未達成。 

軽油の使用量も、解体工事の重機の効率 

ＵＰ・エコドライブ対策や収集運搬車輛の

エコドライブ対策などで対策をしていきた

い。 

 

１） 一般廃棄物の削減再生利用の向上（未

達成） 

２） 産業廃棄物の再生利用（達成） 

３） 総排水量の削減（未達成） 

４） 解体工事の環境配慮(県産木材の 

５） 利用)（達成） 

６） 地域清掃の参加（達成） 

☑ 無 

 

□ 有 

目標達成のため次年度以降も

従業員全員が環境活動への高

い意識を持ち取り組んでもら

いたい。 

 

 

 

③  

環境経営計

画及び環境

経営システ

ム 

環境経営計画・状況について会議の場で、

その都度、報告・連絡を行っている。その

結果、社員の意識向上に努めたこともあり、

制度の意義と取り組みについては、繰り返

し周知している。 

☑ 無 

 

□ 有 

周知・徹底が出来るように従

業員に環境経営計画等の周

知、教育を十分に行うこと。 

環境経営活動に積極的に取り

組み、よりよい地域社会の発

展に貢献することを期待す

る。 

 

④ 
実施体制 実施体制を確立する 

☑ 無 

 

□ 有 

実施体制を継続して実施する

こと 

 


